舌のトラブル
自分の舌がどれほど多くの問題を引き起こしているか、気づいたことがありますか。イエスがペテロを使徒の働きに選ばれたとき、このような弱さが念頭にあったのだと思います。この問題を典型的に示す有名な物語が、マタイの福音書 26:35にあります。そこではペテロが、何があっても決してイエスを否認したり見捨てたりしない、と口走っています。
もちろん、イエスが逮捕された直後、ペテロは他の弟子たちと共に逃げ去っただけでなく、尋ねられたとき、イエスに会ったことなど決してないと、呪いの言葉を吐き、誓って否定したことを私たちは知っています。この悲しい物語から、私たちは悩ましい舌に対処することについて、いくつかの重要な教訓を学びます。
1. 考える前に話してはいけません。
ペテロが少しでも考えていたなら、イエスが彼に苦しみを受けて死ぬよう求めておられたのではないと気づいたことでしょう。イエスが求めておられたのは、ただ、ご自身の死後に復活されることを信じることでした。
2. 実行できないことを約束しない。
時には、私たちは決断し、特定の目標を目指さなければなりません。しかし、賢い人は、自分のものではないことや、自分に成し遂げる能力のないことを約束しません。自分が弱く愚かであることを証明するよりも、弱さを認めるほうがよいのです。
3. いつでも主を舌の先に置きなさい。
もしペテロが「主よ、あなたの力によって、私はあなたを否認しません。主よ、あなたがお望みなら、私は従います」と言っていたなら、マタイはまったく異なる状況を書いていたことでしょう。
幸いなことに、舌の問題は致命的なものではありません。ペテロは最終的に復活を宣べ伝え、異邦人に福音をもたらしました。私たちの人生における他のすべてのことと同じように、私たちもそれを主の奉仕にゆだねるなら、主はペテロの場合と同様に、私たちの舌も治めることがおできになるという事実に慰めを得ることができます。
